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裸
の
島
―
偲
ん
で

Vol.7

島の

キジバト

ゆりかご

◎
日
曜
営
業

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

《
俳
句　

島
を
詠
む　

六
月
②
》

銀
輪
の
群
れ
ど
こ
ま
で
も
青
嵐　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
目
良　

奈
々
月

　

銀
輪
と
は
自
転
車
を
指
し
、
島
の
風
物
詩
の
一
つ
の

壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
詠
み
ま
し
た
。
颯

爽
と
駆
け
抜
け
る
走
者
の
勇
姿
と
共
に
、
大
会
を
支
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
拍
手
で
す
。
梅
雨
晴
を

祈
り
つ
つ
、
抜
粋
の
季
語
・
青
嵐
を
添
え
て
。

張先生をはさみ右が中尾君。左が横山君

熱演が光った舞踊

写真提供：赤木写真館

春
の
行
政
相
談

文
化
ホ
ー
ル
で
発
表

春
一
祭
り

　
朝
市
帰
り
小
店
の
土
間
に
、

き
じ
猫
横
目
に
腰
か
け
て
話
し

の
花
が
咲
い
て
い
く
。
畑
仕
事

に
磯
の
こ
と
嫁
孫
仕
送
り
年
金

と
、
お
茶
の
お
代
わ
り
喉
う
る

お
し
て
話
尽
き
な
い
、
昼
の
鐘
。

「
ほ
ん
な
こ
つ
忙
し
か
」

　
鐘
を
合
図
に
腰
を
あ
げ
、
商

い
銭
か
ら
買
い
物
は
飴
玉
一
つ

一
〇
円
、
ア
ン
パ
ン
一
個
五
〇

円
。
サ
イ
ダ
ー
に
蒸
し
パ
ン
粉

は
ツ
ケ
に
し
て
「
怪
我
せ
ん
ご

て
な
」
と
声
掛
け
あ
っ
て
右
に

左
に
帰
路
に
つ
く
。

　
確
か
に
あ
っ
た
島
時
間
。
確

か
に
生
き
た
母
じ
か
ん
。
特
別

も
格
差
も
な
く
毎
日
ひ
た
む
き

産
み
育
て
、
労
も
笑
い
で
吹
き

飛
ば
し
な
が
ら
越
え
て
き
た
。

　
地
球
の
一
隈
壱
岐
の
島
、
海

も
大
地
も
人
も
宝
。
核
心
光
る
。

　
　
　
　
　
＊

　
映
画
「
裸
の
島
」
の
舞
台
は

広
島
の
宿
祢
島
。
過
酷
な
島
に

生
き
た
夫
婦
の
姿
が
画
面
に
残

る
。
日
々
黙
々
、
水
と
の
闘
い
。

新
籐
兼
人
監
督
の
希
望
で
こ
こ

に
散
骨
。
こ
こ
に
眠
る
。
妻
は

乙
羽
信
子
。
六
月
の
天
空
に
て

裸
の
島
の
話
も
し
て
い
る
の

か
。
生
命
を
守
る
所
に
戦
火
は

生
ま
れ
な
い
。
監
督
の
眼
差
し

が
降
る
。
島
に
、
雨
の
気
配
・・・

住
居
侵
入
・
強
制
わ
い

せ
つ
容
疑
で
男
逮
捕
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写
真
に
あ
る
の
は
、
昭
和
中
期
の
郷
ノ
浦
の
街
並

み
。
車
道
が
狭
く
、
道
路
脇
を
流
れ
て
い
た
川
の

面
影
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
も
あ
る
十
八

銀
行
は
、
当
時
の
郷
ノ
浦
で
は
珍
し
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

【
10
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
平
田
石
油

▼
勝
本
町
▽
町
田
石
油

▼
芦
辺
町
▽
昇
運
石
油
▽
川
添

石
油
▽
大
阪
屋
石
油

▼
石
田
町
▽
松
屋
石
油

【
17
日
】

▼
郷
ノ
浦
町
▽
辻
川
石
油
▽
永

富
石
油

▼
勝
本
町
▽
村
川
石
油
▽
江
見

石
油

▼
芦
辺
町
▽
中
野
石
油
▽
市
山

石
油

▼
石
田
町
▽
江
口
石
油

暗誦と作文２部門で優勝
壱岐高３年、中尾君と横山君
五奨星―中国語コンテスト

　
壱
岐
高
校
（
野
中
光
治
校

長
、
５
６
１
人
）
の
東
ア
ジ
ア

歴
史
・
中
国
語
コ
ー
ス
で
中
国

語
を
専
攻
す
る
３
年
生
の
中
尾

竜
之
助
君
と
横
山
蓮
君
の
２
人

は
５
月
26
日
、
北
九
州
市
で
の

本
年
度
「
五
星
奨
―
中
国
語
コ

ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
た
。

　
暗
誦
の
部
に
出
場
し
た

中
尾
君
は
、
２
テ
ー
マ
か
ら

チ
ャ
イ
ナ
服
の
テ
ー
マ
で

発
表
、
横
山
君
は
日
中
国
交

正
常
化
40
周
年
を
記
念
し

て
、
今
年
度
か
ら
新
設
さ
れ

た
作
文
の
部
に
、
「
中
国
語

の
学
習
」
の
テ
ー
マ
で
書
い

て
提
出
、
二
人
と
も
見
事
な

成
績
を
収
め
た
。

　
２
人
は
、
上
海
外
国
語
大

学
か
ら
招
聘
の
張
佳
先
生
の

指
導
の
も
と
連
日
特
訓
を
重

ね
た
こ
の
結
果
に
「
と
て
も

う
れ
し
い
」
と
話
し
、
将
来

通
訳
目
指
す
中
尾
君
は
同
外

国
語
大
学
に
進
学
、
横
山
君

は
県
内
の
大
学
に
進
学
し
、

高
校
の
中
国
語
の
教
師
に
な

る
の
が
夢
と
語
っ
た
。

　
張
先
生
は
「
み
ん
な
よ
く

頑
張
っ
て
い
る
。
将
来
、
上

海
で
仕
事
が
で
き
る
く
ら
い

に
中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
福
岡
行
政
相
談
委
員
協
議
会

壱
岐
支
部
（
真
上
征
治
支
部

長
）
の
平
成
24
年
春
の
行
政
相

談
所
が
21
日
と
22
日
の
両
日
、

四
地
区
で
次
の
通
り
開
か
れ

る
。
相
談
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
。

▼
21
日
▽
勝
本
町
、
か
ざ
は
や

▽
郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル

▼
22
日
▽
芦
辺
町
、
つ
ば
さ
▽

石
田
町
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ド
ラ
ッ
グ
セ
ン
タ
ー
が
出
店

31
日
に
地
元
説
明
会
開
く

　
郷
ノ
浦
町
田
中
触
、
旧
壱
岐

ボ
ウ
ル
あ
と
地
に
福
岡
県
朝
倉

市
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
（
株
）
の
「
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
モ
リ
壱
岐
郷
ノ

浦
店
」
（
仮
称
）
の
進
出
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
柳
田
地
区

民
セ
ン
タ
ー
で
31
日
、
出
店
に

係
る
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
地
元
説
明
会
が
開
か

れ
た
。

　
説
明
会
は
、
地
域
の
住
民
や

市
役
所
、
商
工
会
な
ど
の
関
係

者
ら
約
50
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、
説
明
に
よ
る
と
、
鉄
骨
平

屋
建
て
の
同
壱
岐
郷
ノ
浦
店
の

店
舗
面
積
合
計
は
１
４
２
８
平

方
㍍
、
建
物
南
側
に
60
台
が
停

め
ら
れ
る
駐
車
場
等
整
備
さ

れ
、
本
年
12
月
11
日
に
新
設
、

光
害
、
防
犯
対
策
に
は
十
分
に

配
慮
し
た
う
え
で
、
24
時
間
営

業
を
目
指
す
が
開
店
当
初
は
午

前
零
時
ま
で
の
営
業
と
な
る
見

込
み
。

　
ま
た
現
在
営

業
し
て
い
る
店

舗
に
つ
い
て
は
、

ベ
ス
ト
電
器
が

出
店
を
予
定
し

て
い
る
と
い
う
。

　
壱
岐
文
化
協
会
の
本
年
「
春
一

ま
つ
り
」
が
３
日
午
後
１
時
か
ら
、

郷
ノ
浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
出
演
者
全
員
が
こ

の
日
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
、
重
ね

て
き
た
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

　
今
年
の
春
一
ま
つ
り
に
も
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
延
べ

１
０
４
人
が
出
演
し
て
舞
踊
、
大

正
琴
、
詩
吟
に
、
特
別
出
演
の
フ

ラ
メ
ン
コ
の
グ
ル
ー
プ
と
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
、
ス
テ
ー

ジ
に
彩
り
を
添
え
た
。

　
友
人
や
知
人
の
発
表
を
楽
し

み
に
会
場
に
足
を
運
ん
だ
市
民

ら
は
、
そ
の
熱
演
に
盛
ん
な
拍

手
を
送
っ
て
い
た
。

激闘！１５０分１本勝負
68 ㌔ 超 え る
マ グ ロ ヒ ッ ト

遊漁船・岡謙蔵船長

　
魚
の
姿
に
似
せ
た
擬
餌
針
・

ル
ア
ー
を
使
い
、
釣
り
人
の
要

望
に
応
え
大
物
を
狙
う
釣
り
の

ガ
イ
ド
な
ど
す
る
、
郷
ノ
浦
港

か
ら
出
港
の
遊
漁
船
「
紅
蓮
釣

式
（
ぐ
れ
ん
つ
り
し
き
）」
の

船
長
・
岡
謙
蔵
さ
ん
は
31
日
、

マ
グ
ロ
狙
い
で
来
島
し
た
釣
り

客
１
人
を
乗
せ
、
勝
本
町
沖
の

七
里
が
曽
根
に
行
き
、
体
長
約

１
６
０
㌢
、
内
臓
を
抜
い
た
重

さ
約
68
㌔
１
匹
を
釣
り
上
げ
た

＝
写
真
＝
。
　
　

　
釣
り
客
は
前
日
か
ら
来
島
、

大
型
の
シ
イ
ラ
な
ど
ヒ
ッ
ト
さ

せ
て
お
り
、
そ
の
日
も
シ
ケ
模

様
だ
っ
た
が
、
「
釣
れ
る
」
の

直
感
、
閃
き
に
乗
り
「
や
は
り

狙
い
は
マ
グ
ロ
」
と
思
い
切
っ

て
船
を
出
し
た
。
現
場
に
着
く

と
鳥
山
が
で
き
て
お
り
、
海
は

近
づ
く
大
物
の
予
感
、
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
の
釣
り
客
の
邪
魔
に
な
ら

ぬ
よ
う
に
ル
ア
ー
を
投
げ
始
め

た
３
投
目
。
「
ま
さ
か
」
の
ヒ
ッ

ト
。
強
烈
な
パ
ワ
ー
で
疾
走
す

る
マ
グ
ロ
と
の
勝
負
が
ス
タ
ー

ト
、
船
長
と
釣
り
人
、
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
３
人
が
替
わ
る
が
わ

る
竿
を
握
り
、
船
を
魚
の
動
き

に
合
わ
せ
て
操
船
し
な
が
ら
の

や
り
取
り
に
船
長
を
は
じ
め
全

員
が
、
腕
の
力
を
失
い
か
け
た

頃
、
徐
々
に
マ
グ
ロ
も
弱
り
だ

し
、
「
も
う
こ
れ
で
だ
め
か
！
」

と
皆
が
思
う
爆
発
的
な
引
き
を

数
回
し
の
ぎ
、
マ
グ
ロ
と
の
2

時
間
半
に
お
よ
ぶ
激
闘
が
終

わ
っ
た
。

　
岡
船
長
は
「
ま
ず
は
釣
れ
て

く
れ
た
マ
グ
ロ
に
感
謝
で
す
。

今
回
は
ル
ア
ー
が
顎
の
下
に

掛
か
り
、
マ
グ
ロ
が
弱
ら
ず
に

て
こ
ず
り
ま
し
た
が
、
今
後
、

狙
う
は
１
０
０
㌔
オ
―
バ
ー

で
す
」
「
本
来
な
ら
お
客
さ
ん

に
釣
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
が
、
6
月
中

旬
ま
で
が
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
ま
ぁ
、
出
て
こ
い
や
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！
っ
て
い

う
感
じ
で
す
か
」
な
ど
と
笑
顔

で
語
り
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

務
め
る
賀
川
宣
光
さ
ん
は
「
船

に
マ
グ
ロ
が
上
が
っ
た
時
は
、

あ
ま
り
に
き
つ
か
っ
た
の
で
、

や
っ
と
終
っ
た
と
い
う
感
じ

で
し
た
」
と
話
し
た
そ
の
マ
グ

ロ
は
、
釣
り
客
、
世
話
に
な
っ

て
い
る
宿
な
ど
に
配
ら
れ
、
夕

食
の
テ
ー
ブ
ル
に
上
っ
た
と

い
う
。

　
仕
掛
け
は
、
８
・
6
フ
ィ
ー

ト
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ロ
ッ

ド
、

Ｐ

Ｅ

ラ

イ

ン

５

号
、

シ
ョ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
１
０
０

ポ
ン
ド
に
マ
ル
秘
ル
ア
ー
。

　
壱
岐
署
は
４
日
午
後
５
時

49
分
、
芦
辺
町
箱
崎
諸
津

触
、
無
職
、
齋
藤
滿
則
容
疑

者
（
78
）
を
住
居
侵
入
・
強

制
わ
い
せ
つ
容
疑
で
逮
捕
し

た
。

　
同
署
の
調
べ
に
よ
る
と
、

齋
藤
容
疑
者
は
同
日
午
前
８

時
半
ご
ろ
、
市
内
在
住
の
Ａ

子
さ
ん
方
に
不
法
に
侵
入

し
、
Ａ
子
さ
ん
の
胸
を
触
る

な
ど
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

た
疑
い
。


